
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年（令和５年）４月発行  第９号 

★令和５年度立川市一般会計予算等を可決 

公明党立川第５支部 広報紙 

令和 5年第 1回定例会が 2月 14日から 3月 15日までの会期で開か

れました。令和 5 年度立川市一般会計予算、5 つの特別会計予算、下

水道事業会計、条例改正等の議案を慎重審議し、全議案が原案の通り

可決されました。立川市一般会計予算は 853 億 9200 万円、前年度比 

13億 8500円、1.6％の増、過去最大の予算規模となっています。 

令和 5 年度の経営方針は、下記 4 つの事項を

政策横断的な視点として重視し、各種計画に沿

った政策を着実に進めていくこととされます。 

（１）協働・連携のさらなる推進 

（２）デジタル化の推進と基盤の強化 

（３）脱炭素社会の構築と防災・減災の推進 

（４）持続可能な行財政運営 

競輪事業は、4 年振り

に”KEIRIN グランプ

リ”が立川市で開催さ

れることとなり、398

億 4100万円、前年度比

181 億 2700 万円、

83.5％の大幅増となっ

ています。また、国民

健康保険事業は、保険

料改定を昨年度に引き

続き行わずに、176 億

1900 万円、前年度比 7

億円、4.1％の増となっ

ています。 



★介護保険で 40歳から 65歳未満の第 2号被保険者は、老化に起因する
指定の 16疾病以外は介護サービスが受けられない。保険適用の対象拡大
を国に求めていくべき 

 

  ＜答弁＞ 特定疾病以外の方に対しての介護保険サービスの利用については、事例が少

ないが、効果的な施策を検討するとともに、国に対して、多摩 26市と情報

共有し、意見がまとまれば要望していきたい。（地域福祉課長） 

市議会定例会で可決した令和４年度補正予算・令和５年度予算には、公明党立川市議団

が議会質問や予算要望などで推進してきた施策が数多く反映されました。その一部をご

紹介します。 



  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 

◆市議会副議長 厚生産業委員会委員 公明党立川総支部副総支部長 

公明党立川総支部 発行 

 

《公明党無料法律相談》 

・毎週水曜日（第５週を除く）14 時から 

・立川市錦町 1-4-4 立川ｻﾆｰﾊｲﾂ 301 

＊予約制です。 

facebook twitter LINE Ameba 

さらに、妊娠・出生時に計 10万円相当の給付と、妊娠時から一貫して寄り添う伴走型の相

談支援がパッケージとして各自治体で実施されます。男性の育児休業の取得を促すため、

従業員数が 1000人超の企業については年に 1回、育休取得状況を公表することが義務付け

られます。また、新婚夫婦に住居費などを補助する「結婚新生活支援事業」について、対

象を世帯所得が 500万円未満に緩和します。 

公明党が強力に推

進してきた子ども

政策の司令塔とな

る「こども家庭

庁」が、4月 1日発

足。首相直属の機

関として、少子化

や虐待、いじめな

どの課題に対して

一元的に対応。子

どもの利益を第一

に考える「こども

まんなか社会」の

実現をめざし、支

援強化を図りま

す。出産育児一時

金については、現

行 42万円から 50

万円に引き上げら

れます。8万円増は

過去最大です。 


